
セラージェッゥンパ

『現観荘厳論八句義七十義決択」和訳(1)

兵藤一夫

はじめに

『現観荘厳論」は般若経，特に「二万五千頌般若経｣，を道の立場から注

釈したものであり，インドにおける般若経解釈の一つの大きな流れを形成し

ている。中でも，ハリバドラ(Haribhadra)が『現観荘厳論」に関する注釈，

『現観荘厳光明(Abhisamayalamkaralokaj(『大註』）や『現観荘厳論明義釈

(AbhisamayalamkaraSastravrttiSphutarth豆」（｢小註』）を著作して後，その
（1）

流れは確固としたものとなっていくのである。

この『現観荘厳論」の伝統はチベットへと受け継がれていく。ハリバドラ

の『小註』は既に仏教の前伝期（8～9世紀）に翻訳されてチベットに伝え

られているが，その時はまだ本格的に学習された形跡は見られない。後伝期

(10世紀後半以降）になって，アテイーシヤ(AtT§a,982-1054)がチベットに

入り，般若経や『現観荘厳論」を解説したことから，それらの学習が本格的
（2）

に始められ，以後チベットにおける学的伝統が形作られていくのである。

チベット仏教の中で重要な位置を占めるゲルク派では，『現観荘厳論」は

仏教学習の重要な五項目（中観学・般若学・論理学・律学・アビダルマ学）

の一つである般若学の中心テキストとなり，顕教における修行論としての位

置が確立される。このようにして『現観荘厳論」が仏教の実践の基本テキス

トとして学ばれるようになると，その綱要害として論の八句義七十義を簡潔

に解説したものが作られ，入門者用の教科書として使われるようになる。そ

れがいわゆる「七十義』文献である。『現観荘厳論」では，論の最初に摂義
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として八句義七十義が提示されている。そのため，『現観荘厳論」全体が七

十義（項目）にまとめられることは，論自身が表明していることでもある。

チベットでは多くの『七十義」文献が著わされている。その中で著名なも

のは，セラージェッゥンパニチェキギャルチェン(SerarJebtsunpaChos

kyirgyalmtshan,1478-1546)の著わした〃zNgU〃Pαγγｫ"spa7増yα〃gyz

6加乱帥α的zgos67gy""伽〃6血〃“〃群spaγ勿"""んα6s"77zpαであろう。
（3）

これはセラ寺のドゥラ（入門クラス）の教科害の一つに加えられている。本

稿はそれの和訳である。

〈文献と略号〉

LSerarJebtsunpaChoskyirgyalmtshan,6s7~Zz726cos"z7zgo"PαγγtEF少α7，gya?z

gyj67yb"帥α砂zgos67gy"伽〃↓血〃c〃〃摩s力α7-Zye"pα泳ha6s""z"(セラ寺版）

(TshulkrimKelsang&ShunzoOnodaed.,""加oksq/Se-γαMb"“たγyんγ”

Pγ"αがCo"γseqfSr"成eS,BibliaTibetical,Kyoto,1985,所収)(底本）

Sh・OnOdaed.，γみんsz"z′α7叱刀6""czz-A〃肋かochJc"oれめMeA6"sα加鋤〃a7i‐

""-(StudiaAsiaticaNQ6,Nagoya,1983)(テキストの異同や科文などに関

して参照）

2SerarJebtsunpaChoskyirgyalmtshan,'Gya刀宮rgj.”Z伽刀RoZm応加(ab.
RTM)上・下，青海省,1989.

3.Darmarinchen,γﾉVZz加6s/i“sﾉzyz"g加7gy"(abrNrG),GelugpaStudent's

WelfareCommitee,CentrallnstituteofHigherTibetanStudies,Sarnath,1980;
OtaniNo.10146.

4A6"皿沈‘Zy"Jαかz”γa-Pγ幻冗""""z"Opa叱"-"s""(abAA),edbyThStcherbats-

ky&EObermiller,BibliothecaBuddhica,XXIII,1929;PekNo.5184.

5.A6"sα"zayグル加紘γαU7”（ahAAy)，ed・byCPensa，SerieOrientaleRoma

XXXVII,Roma,1967,(第一章のみ);Pek.NQ5185

6.P""cam流”"”ん“γ汝αPγ”""fzl7z"(ahPVP),edbyNDutt,Calcutta
OnientalSeriesNo28,London,1934(第一章のみ)

<和訳〉

文殊菩薩に礼拝します。

さて，『現観荘厳論」の所説内容である八句義七十義を解説する中，最初
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は，

0.般若波羅蜜(sherphyin)

般若波羅蜜(prajfmpamita,shesrabpharolphyinpa)は八つの句

義によって正しく説明される。[AAI-3ab]

ということに対して，

三つの勝れた特質(khyadchos)によって区別された究寛の智(mthar

phyinpa'iyeshes)それが，般若波羅蜜の定義である。それと果の般若波

羅蜜('brasbusherphyin)とは同一のもの(dongcig)である。
（4）

相智(rnammkhyen)は三つの勝れた特質を有している。所依の特別な

もの(rtengyikhyadpar)は仏陀たる聖者の相続だけにあり，自性の特別

なもの(ngobo'ikhyadpar)は不二の智(gnyissumedpa'iyeshes)で

あり，所破を離れている特別なもの(dgagbyadangbralba'ikhyadpar)

は幻術の如き(sgyumaltabu)諦空(bdenstong)であるからである。

それを名目(sgrasbrjodrigs)によって分類をすれば，自性の般若波羅

蜜(rangbzhingyisherphyin)と典籍の般若波羅蜜(gzhungsherphyin)
（5）

と道の般若波羅蜜(lamsherphyin)と果の般若波羅蜜との四つがある。最

初のものは空性(stongnyid)の如きであり，二番目は広・中・略の三つの

母（般若経）の如きであり，三番目は菩薩の智(byangsemskyimkhyen

pa)の如きであり，四番目は相智の如きであるからである。

［あるいはまた］四つの勝れた特質によって区別された究寛の智というこ

とが果の般若波羅蜜の定義である。四つの勝れた特質，すなわち所依の特別

なものは仏陀たる聖者の相続だけにあり，自性の特別なものは智であり，行

相の特別なもの(mampa'ikhyadpar)は不二(gnyissumedpa)であり，

所破を離れている特別なものは幻術の如き諦空である。

自性の般若波羅蜜の地の範囲(samtshams)は一切法の上にあり，典籍
（6）

の般若波羅蜜の地の範囲は，道に入っていない段階(lammazhugs)から

仏地(sangsrgyaskyisa)までである。道の般若波羅蜜の地の範囲は大乗
（7）

の資糧道(thegchengyitshogslam)から相続の究寛(rgyunmtha')まで
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である。果の般若波羅蜜の地の範囲は仏地だけである。

〈八句義〉

1.相智(mammkhyen)

一切相智者性(sarvakarajhatarnamkunmkhyennyid)と[AA

I-3c]

ということに対して，
（8）

発心(semsbskyed)などの十を現証する(mngonsumdurtogspa)究

寛の智それが，相智の定義である。それと仏陀たる聖者の相続の智とは同一

のものである。

分類すれば，所知のすべての行相を知る相智と因果の主要なものである七
（9）

十義を知る相智の二つがある。

［相智が存在する］地の範囲は仏地だけにある。

2．道智(lamshes)

道智者性(margajiIatalamshesnyid)と[AAI-3c]

ということに対して，

［道智］自身を相続に有している人の相続の，空性を現証する智慧によっ

て把握された(zinpa)大乗の聖者の現観(mngonrtogs)というそれが，

道智の定義である。それ（道智）と大乗の聖者の智とは同一のものである。

分類すれば，声聞道を知る道智と独覚道を知る道智と大乗の道を知る道智

の三つがある。

［道智が存在する］地の範囲は，大乗の見道(thegchengyimthong
lam)から仏地までである。

3．事智(gzhishes)

それから一切智者性(sarvajfiata,thamscadshespanyid)である〔

[AAI-3d]

ということに対して，

［事智］自身を相続に有している人の相続の，無我(bdagmed)を現証
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（10）

する智慧によって把握された智であって，小乗の証得(rtogs)の類に属す
（11）

るものそれが，事智の定義である。

それ（事智）と小乗の証得の類に属する聖者の相続の智は同一のものであ

る。

分類すれば，果である母に近い事智('brasyumlanyeba'igzhishes)と，

果である母に遠い事智('brasyumlaringba'igzhishes)と，所対治の事

智(mimthunphyogskyigzhishes)と，能対治の事智(gnyenpophyogs
（l3

kviRzhishes)との四つがある。

［事智が存在する］地の範囲は，全ての聖者の相続においてである。

4．相等覚加行(rnamrdzogssbyorba)

一切相現等覚(sarvakarabhisambodha,rnamkunmngonrdzogs

rtogspa)と[AAI-4a]

ということに対して，

三智の行相を摂して修習する智慧によって把握された菩薩の玲伽行

(semsdpa'irnal'byOr)それが，相等覚加行の定義である。

それ（札|等覚力||行）と菩薩の智(byangsemskyimkhyenpa)は同一のも

のである。
（13

分類すれば，百七十三ある。

［相等覚加行が存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続の究寛まで

である。

5．頂加行(rtsesbvor)

頂に至ったもの(mdrdhaprapta,rtSemol･phyin)[AAI-4b]

ということに対して，

三智を摂して修習する大乗の資糧道から変化した智慧によって把握された
“

菩薩の琉伽行それが，頂加行の定義である。
（1ｺ

それ（頂加行）と発趣行('jugsgrub)は同一のものである。

分類すれば,加行道頂加行(sbyorlamrtsesbyor),見道頂加行(mthong

lamrtsesbyor),修道頂加行(sgomlarnrtsesbyor),無間道頂加行(bar
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chadmedpa'irtsesbyor)の四つがある。

［頂加行が存在する］地の範囲は，大乗の加行道の媛(thegchengyi

sbyorlamdrod)から相続の究寛までである。

6．次第加行(mthargyissbyorba)

次第のもの(anupUrvika,mthargyispa)[AAI-4b]

ということに対して，

三智の行相に対する堅固さ(brtanpa)を得るために，三智の行相を順次

に(rimgyis)修習する智慧によって把握された菩薩の琉伽行それが，次第

加行の定義である。

分類すれば，六波羅蜜次第加行(pharphyindruggimthargyissbyor

ba)の六つと，六随念次第加行(rjesdrandruggimthargyissbyorba)の

六つと，無自性次第加行(dngosmedngobonyidkyimthargyissbyor

ba)の一つとの十三ある。

［次第加行が存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続の究寛の［一

刹那］前までである。

7．刹那加行(skadcigma'isbyorba)

一刹那現等覚(ekakSanabhisambodha,skadciggcigmngon

rdzogsbyangchub)[AAI-4c]

ということに対して，

三智の行相に対する堅固さを得た菩薩の玲伽行の究寛(mtharthug)それ

が，刹那加行の定義である。

それ（刹那加行）と相続の究寛の智(rgyunmtha'iyeshes)は同一のもの

である。

分類すれば，異熟の刹那加行(rnamparsminpa'iskadcigma'isbyor

ba),不異熟の刹那加行(rnamparsminpaminpa'iskadcigma'isbyor

ba),無相の刹那加行(mtshannyidmedpa'iskadcigma'isbyorba),不

二の刹那加行(gnyissumedpa'iskadcigma'isbyorba)の四つがある。

［刹那加行が存在する］地の範囲は，相続の究寛［の刹那］だけである。
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8．果である法身('brasbuchossku)

法身(dharmakaya,choskyisku)とのそれが八種である[AAI-

4d]

ということに対して，

［法身］それ自身を獲得させる方法となっている三智の行相を修習するこ

とによって獲得された究寛の果('brasbumatharthug)それが，果である

法身の定義である。

それ（法身）と仏陀は同一のものである。

分類すれば，自性身(ngobonyidsku),智法身(yesheschOssku),受
（10

用身(longssku),変化身(sprulsku)の四つある。

［法身が存在する］地の範囲は，仏地だけである。

<I.一切相智〉

1.大乗の発心(thegchensemsbskyed)

発心(cittotpada,semsbskyedpa)と[AAI-5a]

ということに対して，

［発心］それ自身に相伴なう(grogssugyurpa)利他のために等覚を所

縁とする欲('dunpa)と相応し，大乗の道に入る門(thegchenlamgyi

'jugsgo)となる道の類に含まれるものに分類される大乗の主要な特別な意
（17）（13

識それが，大乗の世俗の発心の定義である。

その中，自性によって分類すれば，誓願の発心(smonpasemsbskyed)
（19

と悟入（発趣）の発心('jugpasemsbskyed)の二つある。

Ⅱ雨えによって分類すれば，地の如き発心(saltabu'isernsbskyed),金の

如き発心(gser-),月の出現の如き発心(zlabatshespa-),火の如き発心

(me-),倉庫の如き発心(gter-),宝の鉱山の如き発心(rinpoche'i

'byunggnas-),海の如き発心(rgyamtsho-),金剛の如き発心(rdorje-),

山王の如き発心(riyirgyalpo-),薬草の如き発心(smanpa-),善知識の

如き発心(dgeba'ibshesgnyen-),如意珠の如き発心(yidbzhinnorbu-),
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光の如き発心(nyima-),法の美しい歌声の如き発心(choskyiglu

dbyangssnyanpa-),王の如き発心(rgyalpo-),鉱山の如き発心(bang

mdzod-),大道の如き発心(lampoche-),乗物の如き発心(bzhonpa-),

泉の水の如き発心(bkOdma'ichu-),喜びの言葉の如き発心(sgrasnyan

po-),河の流れの如き発心(chubo]irgyun-),雲の如き発心(sprin-)と

の二十二ある。

そしてそれ（発心）は地金，月，火，倉庫，宝の鉱脈，海，金剛，

山，薬草友，如意珠，日，歌王，蔵大道，乗物，泉の水，喜

びの言葉河，雲［の如く］によって二十二種である。[AAI-

19,20]
に(》

と説かれているからである。

［発心が存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から仏地までである。

2．大乗の教誠(thegchengyigdamsngag)

教誠(avavada,gdamsngag)と[AAI-5a]

ということに対して，

大乗の発心の目指すべきものを獲得する方便を説く大乗の言葉(theg

chengyingag)それが，大乗の教誠の定義である。

その中，自性によって分類すれば，大乗の教導の教誠('domspa'igdams

ngag)と大乗の教授の教誠(rjesbstangyigdamsngag)がある。

教導の仕方によって分類すれば，行の自性に対する教導の教誠(sgrubpa

ranggingobola,domspa'igdamsngag),所縁境(dmigsyul)である四

諦に対する教導の教誠(bdenpabzhila-),所依(rten)である三宝に対す

る教導の教誠(dkonmchoggsumla-),無執着の精進をなすことに対する

教導の教誠(mazhenpa'ibrtson'grusla-),無疲労の精進をなすことに対

する教導の教誠(yongssumingalba'ibrtson'grusla-),道を摂取する精

進をなすことに対する教導の教誠(lamyongssu'dzinpa'ibrtson'grus

la-),肉眼(sha'ispyan)と天眼(lha'ispyan)と慧眼(shesrabkyi

spyan)と法眼(choskyispyan)と仏眼(sangsrgyaskyispyan)の五眼
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に対する教導の教誠(spyanlngala-),神変通(rdzu'phrulgyimngon

shes)と天耳通(lha'irnaba'i-)と他心通(gzhansemsshespa'i-)と宿命

通(sngongyignasrjessudranpa'i-)と天眼通(lha'imiggi-)と漏尽通

(zagpazadpa'i-)の六神通に対する教導の教誠(nmgonshesdrugla-),

見道に対する教導の教誠(mthonglamla-),修道に対する教導の教誠

(sgomlamla-)との十がある。

行，［四］諦，仏宝などの三つ，無執着，無疲労，道の摂取，五眼

六神通の功徳，見道と修習と呼ばれるものに対してであるので，教

誠は十からなっていると知られるべきである。[AAI-21～22]

と説かれているからである。

［教誠が存在する］地の範囲は，道に入っていないところ(lamma

zhugs)から仏地までである。

3．大乗の加行道(thegchengyisbyorlam)

四種の順決択分支分(nirvedhanga,ngeJbyedyanlag)と[AA

I-5b]

ということに対して，

順解脱分(tharpachamthun)の円満に随順する現観の類に属し，諦現

観(bdenpamngonrtogs)に順ずる大乗の世間道('jigrtenpa'ilam)そ
21）

れが，大乗の加行道の定義である。それと大乗の順決択分(thegchengyi

nge>byedchamthun)は同一のものである。

分類すれば，大乗の加行道は,jf(drod)と頂(rtsemo)と忍(bzod

pa)と世第一法(chosmchog)との四つである。

［加行道が存在する］地の範囲は，大乗の加行道だけである。

4．行の所依（種姓)(sgrubpa'irten)

法界を自性とする行の所依(pratipattyadhara,sgrubpayirten)

[AAI-5cd]

ということに対して，

菩薩の相続の法性(chosnyid)でもあり，大乗の行の直接の所依事
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(rtengzhi)となってもいる|司一のものそれが，大乗の行の所依たる本来的
幽

な種姓の定義である。

分類すれば，能依の法(brtenchos)である十三の行(sgrubpa)の十三

の法性がある。十三の行，すなわち，大乗の順決択分の四つと大乗の見道・

修道の二つとの六つの証得法(rtogspa'ichosdrug),能対治の行(gnyen

po'isgrubpa),断の行(spongpa'i-),これら二つに完全に至る行(de

dagyongssugtugspa'i-),智慧と慈悲を有した行(shesrabsnyinbrtser

bcaspa'i-),弟子と不共なる行(slobmamthunmongminpa'i-),利他を

次第になす行(gzhandongorimsdubyedpa'i-),智を無功用に活動させ

る行(yeshesrtsolbamimnga'bar'jugpa,i-),の種類があるからであっ

て，

六つの証得法，能対治，断，それら［能対治と断の］二つ［に対す

る分別］の滅尽，智慧と慈悲弟子と不共であるもの，利他を次第

になすもの，そして無功用に働く智，の所依に対して種姓と言われ

るo[AAI-37～38]

と説かれているからである。

［行の所依が存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続の究寛までで

ある。

5．行の所縁(sgrubpa'idmigspa)

所縁(alambana,dmigspa)と[AAI-6a]

ということに対して，

大乗の行によって断ぜられるべき増益(sgro'dogs)の事物(gzhi)それ

が，大乗の行の所縁の定義である。それと所知(shesbya)とは同一のもの

である。

それを分類すれば，善(dgeba),不善(midgeba),無記(lungma

bstan),世間的な五蕗(phungpolnga),出世間(､jigrtenlas'daspa)の

四静盧(bsamgtanbzhi),有漏(zagbcas)の五取臨(nyerlengyiphung

polnga),無漏(zagmed)の四念処(dranpanyergzhagbzhi),有為
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('dusbyas)の三界(khamsgsum),無為('dusmabyas)の真如(de

bzhinnyid),共(thunmongba)なる四静盧，不共(thunmongmayin

pa)である牟尼の十力(thubpa'istobsbcu)であって，十一あるからであ

る。

［行の］所縁は一切の諸法である。さらにそれら［一切の諸法と］

は，善などであり，世間的な証得と呼ばれるもの，出世間的なもの

であると考えられる。さらに，有漏と無漏の諸法，有為と無為なる

［諸法]，弟子と共なる諸法と牟尼の不共なる［諸法］である。

[AAI-40～41]

と説かれているからである。

［行の所縁が存在する］地の範囲は，存在する限りの事物(gzhigrub

tshad)の上にある。

6．行の所期(sgrubpa,icheddubyaba)

所期(samuddeSa,ched)と[AAI-6a]

ということに対して，

あるものの目的とされることに入る究寛の果(､brasbumtharthug)それ

が，大乗の行の所期の定義である。それと仏陀は同一のものである。

分類すれば，大心(semsdpa'chenpo),大断(spongbachenpo),大

証得(rtogspachenpo)の三つがある。

一切の有情の最勝性である心と断と証得における三つの大性によっ

て，自存者たちのこの所期が知られるべきである。[AAI-42]

と説かれているからである。

［行の所期が存在する］地の範囲は，仏地だけである。

7．被鎧行(gosgrub)

被鎧(sannaha,gocha)と[AAI-6b]

ということに対して，

布施などのそれぞれの波羅蜜の中で，六つと六つに完全にまとめて実践し

ようとする広大な意思の働き(bsampa'ibyabargyachenpo)に把握され
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た菩薩の瑞伽行(semsdpa,irnal'byor)それが，被鎧行の定義である。そ

れと菩薩の智(byangsemskyimkhyenpa)は同一のものである。

分類すれば，布施(sbyinpa)の被鎧行の六つ，戒(tshulkhrims)の被

鎧行の六つ，忍辱(bzodpa)の被鎧行の六つ，精進(brtson'grus)の被鎧

行の六つ，禅定(bsamgtan)の被鎧行の六つ，智慧(shesrab)の被鎧行
蜘

の六つの三十六ある。

それらはそれぞれ布施・布施などの六種として摂せられるので，被

鎧行なるそれは六と六として［経典に］説かれる如くである。

[AAI-43]

と説かれているからである。

［被鎧行が存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続の究寛までであ

る。

8．発趣行('jugsgrub)

発趣(prasthiti,$jugpa)の所行と[AAI-6b]

ということに対して，

大乗の因果の法(rgyu,braskyichos)のいずれかを実行する，精進を主

要なものとなすことによって実践する菩薩の玲伽行それが，発趣行の定義で

ある。

それを分類すれば，［四］静盧と［四］無色(gzugsmed)に発趣する行，

布施などの六波羅蜜に発趣する行，見道・修道・無学道(mislOblam)・勝

進道(khyadpargyilam)に発趣する行，慈(byams)などの四無量

(tshadmedbzhi)に発趣する行，不可得(dmigspamedpa)を有したもの

に発趣する行，三輪清浄('khorgsummampardagpa)に発趣する行，所

期(cheddu)に発趣する行，六神通に発趣する行，一切相智者性に発趣す

る行との九ある。

静盧・無色，布施など，道，慈など，不可得，三輪清浄，所期，六

神通，一切相智者性，の方軌に発趣する行は，大乗に出立するもの

であると知られるべきであるo[AAI-44～45]
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と説かれているからである。

［発趣行が存在する］地の範囲は，大乗の加行道の暖から相続の究寛まで

である。

9．資糧行(tshogssgrub)

資糧(sambhara,tshogs)と[AAI-6c]

ということに対して，

広大な二種の資糧によって把握された，大乗の加行道世第一法の中．下品
“

より勝れており，自らの果である大菩提(byangchen)を引発する菩薩の

玲伽行それが，資糧行の定義である。

それを分類すれば，大悲(snyingrjechenpo)の資糧行，布施の資糧行，

戒の資糧行，忍辱の資糧行，精進の資糧行，静盧の資糧行，智慧の資糧行，

止(zhignas)の資糧行，観(lhagmlhong)の資糧行，双運道(zungdu

'brelba'ilam)の資糧行，方便善巧(thabsmkhas)の資糧行，智(ye

shes)の資糧行，福徳(bsodnams)の資糧行，道(lam)の資糧行，陀羅

尼(gzungs)の資糧行，地(sa)の資糧行，能対治の資糧行の十七ある。

慈悲，布施などの六つ，止，観双運道，方便善巧，智慧福徳，

道，陀羅尼，十地能対治が，資糧行の次第であると知られるべき

であるo[AAI-46～47]

と説かれているからである。

［資糧行が存在する］地の範囲は，大乗の加行道世第一法上品から相続の

究寛までである。

10.出離行(nges'byungsgrubpa)

出離(niryana,ngespar'byung)とが，牟尼の一切相智者性であ

る｡[AAI-6cd]

ということに対して，
鯛

相智を必ずはっきりと引発する清浄地(dagsa)の玲伽行それが，出離行

の定義である。

それを分類すれば，所期の出離行，平等性(mnyampanyid)の出離行，
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有情利益(semscangyidon)を成就する出離行，無功用自然('badmed

lhungyis)に成就する出離行，常と断の辺(rtagchadkyimtha､)から離れ

る出離行，三乗の義を獲得する出離行，一切相智者性の出離行，道を対境と

する出離行の八つある。

所期における，平等性における，有情利益［の成就］における，無

功用の成就における［出離]，［二］辺における出離［三乗の］獲

得を相とした出離一切相智者性における出離道を行境とした出

離というこれら八種を本性としたものが出離行であると知られるべ

きであるo[AAI-72～73]

と説かれているからである。

［出離行が存在する］地の範囲は三つの清浄地である。

〈Ⅱ．道智〉

1.道智の支分(lamsheskyiyanlag)

暗くするなど(dhyamTkaranatadi,mogmogporbyedlasogs)

[AAI-7a]

ということに対して，

道智の因(rgyu)と自性(ngobo)と果('brasbu)の三つのいずれかに

摂せられる大悲によって把握された特別な功徳を有したものそれが，道智の

支分の定義である。

それを分類すれば，道智の支分となったものには，障害の現行(gegs

mngonpa)である慢心(ngargyal)が現行することを離れること，取穂

(nyerlen)が大乗としての種姓であると目覚めること，倶生縁(mthun

rkyen)である発菩提心(byangchubtusemsbskyedpa),道智の自性

(rangbzhin),道智の作用(byedlas)の五つがある。

［道智の支分は］諸天を［発心の器に］ふさわしくするために［如

来の］光明によって［諸天の光明を］暗くすること，決定した対境

［大乗種姓に］遍充されていること，［利他を成就するという］自性
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そしてその［時にあらずしては実際を現前化しないという］作用で

ある｡[AAI-1]

と説かれているからである。

［道智の支分が存在する］地の範囲は，大乗としての種姓に目覚めてから

仏地までである。

2．声聞道を知る道智(nyanthoskyilamshespa'ilamshes)

弟子(SiSya,slobma)と[AAI-7b]

ということに対して，

発心と廻向(bsngoba)と空性を証得する智慧の三つに把握されること

によって，所化(gdulbya)である声聞の種姓を有する者を摂取する(rjes

sugzungba)ために知られるべき現観の類に属する大乗の聖者の智それが，

声聞道を知る道智の定義である。それと声聞の証得の類に属する大乗の聖者

の智は同一のものである。

それを分類すれば，菩薩たる聖者の相続の声聞道を知る道智，仏陀たる聖

者の相続の声聞道を知る道智の二つがある。

［声聞道を知る道智が存在する］地の範囲は，大乗の見道から仏地までで

ある。

3．独覚道を知る道智(rangrgyalgyilamshespa'l1amshes)

犀の道(khadgapatha,bseru'ilam)と[AAI-7b]

ということに対して，
“

三つの勝れた特質に把握されることによって，所化である独覚(rang

rgyal)の種姓を有する者を摂取するために知られるべき現観の類に属する

大乗の聖者の智それが，独覚道を知る道智の定義である。それと独覚の証得

の類に属する大乗の聖者の智は同一のものである。

それを分類すれば，菩薩たる聖者の相続の独覚道を知る道智，仏陀たる聖

者の相続の独覚道を知る道智の二つがある。

［独覚道を知る道智が存在する］地の範囲は，大乗の見道から仏地までで

ある。
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4．大乗の見道(thegchengyimthonglam)

此世と他世の功徳による大きな利益である見道(dmmarga,

mthongba'ilam)と[AAI-7cd]

ということに対して，

［見道］それ自身を相続に備えている人の相続の，空性を現証する智慧に

把握された大乗の諦現観(bdenpamngonrtogs)それが，大乗の見道の定

義である。
”

それを分類すれば，大乗の見道の禅定智(mnyambzhagyeshes),大乗

の見道の後得智(rjesthobyeshes),それら二つのいずれでもない大乗の
”

見道の三つがある。

［見道の存在する］地の範囲は，大乗の見道だけである。

5．大乗の修道の作事（働き)(thegchengyisgomlamgyibyedpa)

作事(karitra,byedpa)と[AAI-8a]

ということに対して，

［修道］それ自身を獲得する方便となった大乗の修道の修習力によって獲

得された利益(phanyon)それが，大乗の修道の作事の定義である。

それを分類すれば六つあって，心を自力なるものとすることを完全に寂静

にする，一切の人を敬う，煩悩との戦いに勝利する，苦の圧迫(sdug

bsngalgyignodpa)によっていかなる時も躁臓がない，菩提を成就する能

力を有する，所依たる菩薩の修道に入った場所が供養の対象(mChodrten)

となるという［六つの］修道の作事があるからである。

［修道の作事は］完全に［心を］制御すること，一切に帰依するこ

と，煩悩に勝利すること，害に躁燗されないこと，菩提［般若波

羅蜜の］依処を供養することである。[AAn-17]

と説かれているからである。

［修道の存在する］地の範世lは，大乗の修道を修習する第二刹那から仏地

までである。

6．勝解修道(thegchengylmospasgomlam)

81（16）



勝解(adhimukti,mospa)と[AAI-8a]

ということに対して，
”

母は三つの利益を生じる処(gnas)であると信ずる(yidchespa)大乗
旧(1

の随現観(rjeslamngonrtogs)それが，大乗の勝解修道の定義である。

それを根本によって分類すれば，自利(rangdon)の勝解修道二利
G1）

(gnyisdon)の勝解修道，利他(gzhandOn)の勝解修道の三つある。

支分によって分類すれば，三つそれぞれにおいて，下・中・上品の三つ三

つがあり，九つある。

細支分によって分類すれば，九つそれぞれにおいて，さらに下・中・上品

の三つ三つがあり，二-'一七ある。

勝解は，自利，自利。利他，利他の三種であると知られるべきであ

る。これはまた，下，中，上品があって，それぞれが三種であると

考えられる。さらに下下品などに分類されることにより，それはま

た三種であるから，それは二十七種であると考えられる。［“Ⅱ-

18～19]

と説かれているからである。

［勝解修道の存在する］地の範囲は，初地(sadangpo)から相続の究寛

までである。

7．勝解修道の利益(mospasgomlamgyiphanyon)

称讃・称揚・讃I"(stuta-stobhita-SamSita,bstoddangbkurdang

bsngagspa)[AAI-8b]

ということに対して，

［修道］それ自身を獲得させる方便となった勝解修道の修習力によって獲

得された利益それが，勝解修道の利益の定義である。

それを分類すれば，九つの称讃(bstodpa),九つの称揚(bkurba),九

つの讃嘆(bsngagspa)がある。

般若波羅蜜に対する勝解の段階に対して，［仏陀や菩薩たちによる］

称讃・称揚・讃嘆の三が［それぞれ］九あると考えられる。[AA
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Ⅱ-20］

と説かれているからである。

［勝解修道の功徳が存在する］地の範囲は，勝解修道を修習する第二刹那

から仏地までである。

8．廻向修道(bsngobasgomlam)

廻向(parinama,bsngo)と[AAI-8c]

ということに対して，

自他のいずれかの善根(dgertsa)を正等覚の支分に転換せしめる

(sgyurbarbyedpa),語と［その］対象を混ぜて捉える分別(sgradon
⑫

'dresrungdu'dzinpa'irtog)を有した大乗の随現観それが，廻向修道の定

義である。

それを分類すれば十二あって，特別な廻向を有した有名の廻向修道

(bsngobakhyadparcangyimingcangyibsngobasgomlam),不可得の

行相を有した有名の廻向修道(midmigspa'irnampacangyi-),不顛倒の

特質を有した有名の廻向修道(phyincimalogpa'imtshannyidcan
“

gyi-),遠離の有名の廻向修道(dbenpa'i-),仏陀の福徳の資糧の自性を情

念する有名の廻向修道(sangsrgyaskyibsodnamskyitshogskyirang

bzhindranpa'i-),方便善巧を有した有名の廻向修道(thabsmkhasdang

bcaspa'i-),無相の有名の廻向修道(mtshanmamedpa'i-),仏陀によっ

て随喜される有名の廻向修道(sangsrgyaskyisrjessuyirangba'i-),三

界に属さない有名の廻向修道(khamsgsumdumagtogspa'i-),下品の廻

向の有名の廻向修道(bsngobachungngu'i-),中品の廻向の有名の廻向修

道(bsngoba'bringgi-),上品の廻向の有名の廻向修道(bsngobachen

po'i-)の十二がある。

特別な廻向がある。そ［廻向］の作事は最上である。それは不可得

の行相を有したもの，不顛倒の相のあるもの，遠離したもの，仏陀

の福徳資糧の自性を億念する領域を有したもの，方便を有したもの，

無相のもの，仏陀によって随喜されたもの，三界に属さないもの，
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そして大福徳を生ずる下・中・上品の別な三種の廻向である。

[AAn-21～23]

と説かれているからである。

［廻向修道の存在する］地の範囲は，初地から相続の究寛までである。

9．随喜修道(rjessuyirangsgomlam)

随喜(anumoda,rjessuyirangba)である無上作意[AAI-8cd]

ということに対して，

自他のいずれかの善根(dgertsa)を喜ぶこと(dga'ba)を修する，語と

[その］対象を混ぜて捉える分別を有した大乗の随現観それが，随喜修道の

定義である。

それを分類すれば，自らの善根を喜ぶことを修する随喜修道，他者の善根

を喜ぶことを修する随喜修道の二つがある。

方便と不可得［の智慧］の二によって善根を随喜することが随喜作

意の修道であると，ここで語られる。[AAI-24]

と説かれているからである。

［随喜修道が存在する］地の範囲は，初地から相続の究寛までである。

10.成就行修道(sgrubpasgomlam)

成就行(nirhara,sgrub)と[AAI-9a]

ということに対して，

無漏の大乗の随現観なるものであって，それ自ら獲得されるものとなる究

寛の証得の痕跡(lagrjes)を残しているものそれが，成就行修道の定義で

ある。それと清浄修道(mamdagsgomlam)は同一のものである。

分類すれば，自性が特別なものとなった成就行修道，最高の果によって特

別なものとなった成就行修道作用が特別なものとなった成就行修道，階位

の功徳によって特別なものとなった成就行修道，大利益究寛(donchenpo

mtharthug)の功徳と果なる地の成就行修道の五つがある。

［成就行は］それの自性と［果の］最高性，一切のものが無造作で

あること，不可得ということによって諸法が設定されること，［究
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寛の果の］大利益性である。[AAI-25]

と説かれているからである。

［成就行修道が存在する］地の範囲は，初地から第十地までである。

11．清浄修道(rnamdagsgomlam)

畢寛清浄(atyantamSuddhi,shintudagpa)というこれは，修道

であり，智慧ある菩薩たちのものであると道智性が説かれる。

[AAI-9abcd]

ということに対して，

無漏の大乗の随現観なるものであって，それ自ら獲得されるものとなる断

(spangspa)で究寛に至った痕跡を残しているものそれが，清浄修道の定義

である。
“

それを分類すれば，空性を現証する九地に［それぞれ］九の清浄修道があ

る。

下下品などの道が［三界の］九地における清浄である。［下下品な

どの道は順次に］上上品などの垢の能対治であるからである。

[AAU-30]

と説かれているからである。

［清浄修道が存在する］地の範囲は，初地から第十地までである。
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研究所研究紀要」No2､1984)参照。

(2)チベットにおける般若経や『現観荘厳論』の学的伝統の形成については，拙論

(1989)「｢現観荘厳論明義釈，心髄荘厳」和訳(1)｣(『佛教学セミナー』No.50,

1989)参照。
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(3)その他の『七十義』文献として，ジヤムヤンシエパ('Jamdbyangsbzhad

pa,)のcJNgos6067m'"""6血〃czJYﾉ"α加""g･jegr"7-bs""a(T~heCo"gc"tf

Wbγ鮎Qf北沈吻α"936""'"Yγ伽ノア,voL15,1973)などがある。

(4)すぐ後に示される「所依の特別さ」「自性の特別さ」「所破を離れる特別さ」の

三つである。

(5)ハリバドラは「大註』において般若波羅蜜を名目上三つとする。仏陀の幻術の

如き無二智，それを獲得するための典籍，そして道とである。最初のものが本質

的なものであり，後の二つは二次的に般若波羅蜜と呼ばれる。(AAp23)タル

マリンチェンもこれを踏襲しているが，四つとする考え方にも言及している。

（ｱM-Gp60)

(6)これは発心の前で，資糧道に入っていない段階である。(7"MGp67)

(7)相続の最後の刹那であり，次刹那に仏地に至る。

(8)AA第一章「一切朴|智者性」に説かれる発心乃至出離行の十法である。

(9)タルマリンチェンは，ここでは後者が意図されているとする。

(100noda(1983)はshesrangkyiszinpa'iとなっているが，他の版やタルマリ

ンチェンの定義を参照して,shesrabkyiszinpa'iとする。

(11)一切智者性は|几1諦十六行相である根本事(vastu)を現証する智慧であるから

チベットでは事智とも|]乎ばれる。

(13タルマリンチェンによれば，ここでの所対治分と能対治分の二つの事智の区別

は，十六行相を証得する事智自身が特別な慈悲と智慧によって把握されるかされ

ないかということによってなされる。単に空性を証得する智慧そのものは能対治

分の事智とは呼ばれない。(TMGp332)

(13事智の行相は苦・集・減の三諦に対して各四，道諦に対して十五あるから合計

二十七である。道智の行相は因である集と道諦に対してそれぞれ八と七，果であ

る苦と滅諦に対してそれぞれ五と-'一六あるから合計三十六である。相智の行相は

四念処の行相乃至十力等の仏位の行ｷllで合計百十である。これらを合わせて総計

百七十三となる。(AAIV-2～5参照）

(14タルマリンチェンによれば，頂加行の定義は，空性を所縁とする修所成の智慧

によって把握されることによって三智の行相を完全に修した菩薩の職伽行である。

(7aM-Gp.69)

(13札|智の中の第8番目の項目の「発趣行」である。

(10ハリバドラは|川身説を主張するが，ラトナーカラシャーンテイ

(RatnakaraSanti)は三身説の立場をとる。彼のS""α加"の伝えるAAI-17偶に

よれば，

svabhavikahsasambhogonairmamkaititridha/dharmakayahsakaritraS

caturdhasamudrritah//(法身は自性の，受用の，変化の［身］という三種と作

用との四種が説かれる）となっている。(Jainiedpl72)これはアーリヤヴィ

ムクテイセーナやハリバドラの注釈において伝えられる偶とは異なっており，三

身説の立場を明示したものとなっている。この改変の経緯については佐久間
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(1992)「｢現観荘厳論』をめぐる三身説グループによる第一章第十七偶改変の経

緯」（｢真野龍海博士頌寿記念論文集般若波羅蜜多思想論集』,1992)を参照。

このような立場の違いはチベットにも持ち込まれている。ゲルク派は四身説をと

るが，サキヤ派のコランパは三身説をとる。佐久間秀範(1986)「｢現観荘厳論j

法身章をめく“って(1トコラムパ「現観荘厳論釈』第八章一」（『チベットの仏教と

社会」1986,所収）参照。

（l刊アーリヤーヴイムクティセーナによれば，発心は心（意識）であり，菩提を

求める欲（心所）と相応する。(AAVp.15)

（13セラージエツウンパはRT~Mp.148,pl55の中で，『大乗荘厳経論』を典拠に

しながら，名目上，発心を二種に分ける。勝義の発心と世俗の発心である。前者

は空性を理解した大乗の智慧のことである。

（1Jこの二種の発心は『華厳経』「入法界品」『入菩提行論』に説かれている。磯田

煕文(1980)｢CittOtpadaについて」（｢印度学仏教学研究」Nol9-1,1980)参照。

また，小谷信千代・ツルテイムケサン『仏教琉伽行思想の研究」（文栄堂,1991)

pp.65-66にもこの二種の発心が言及されている。

⑳Conze(1954)AMis""zCZy"α叩紘m,SORVol.VI,1954,p.10が指摘するよう

に，同様な発心の22の害I前が『大乗荘厳経論』(W-15～20)に出ており，それに

対する長行でA"""77z"isZZかa（｢無尽意経』）を典拠にしていることが明示され

ている。

el)この大乗の加行道は，所縁・行相・因・摂取の点から，そして四種分別に繋縛

されているから，声聞・独覚の加行道よりも勝れているとされる。(AAI-25~

26）

四「菩薩地」「種姓品」に二種の種姓,MI]ち，本来的な種姓(prakrtisthamgot-

ram,rangbzhingnasrigs)と修得された種姓(samudanTtamgotram,yangdag

parbsgrubspa'irigs)が説かれている。(Wogiharaedp3)

⑬布施乃至般若波羅蜜のそれぞれがさらに六つに分けられる。布施布施・布施戒

乃至般若禅定・般若般若である。PVPpp.176-179によれば，布施波羅蜜におい

て行じている菩薩大士が，布施を一切有情に共通になして無上菩提に廻向する，

これが布施をする菩薩大士の布施波羅蜜の鎧であり，乃至，幻術によって作られ

たとの想に住して施者・受者・施物を認識しない，これが布施をする菩薩大士の

般若波羅蜜の鎧である」なと・と語られる。

“菩薩はそれぞれ独自の誓願を立てて資糧を積み，その独自の誓願に応じた独自

の果である大菩提を得る。

鯛第八・九・十地の三地である。

“前項において述べられた発心・廻向・空性を証得する智慧の三つである。

㈱禅定における根本無分別智のことである。

23セラージェツウンパの考え方で，根本智において現行しない慈悲心と，後得智

において現行しない根本無分別智の二つが別に立てられて第三とされる。

四自利・利他・自利利他の三つである。
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⑩随現観とは見道に随順する現観で，修道のことである。

(3D自利利他のことである。

“チベットでは分別は三種であると考えられている。「虚妄分別(yangdagpa

mayinpa'ikunrtog)」と「粗大概念の行相を持つもの(semsrtsingba'imam

pacan)」と，ここに説かれる「語と［その］対象を混ぜて捉える分別」である。
この三番目のものが加行道などの世間道の分別のあり方である。

630nodaedはbdenpa'iとなっているが，『小註』や「注釈，心髄荘厳』により630nodaedはbdenpa'1となっていゐか,I小証』や

dbenpa'iと訂正する。

“三界の九地，すなわち欲界，四静盧，四無色である。
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